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ＪＲ連合は、６月４日（水）に高松市内において、四国の新幹線の

「早期実現」を求める署名受贈式を行い、ＪＲ連合荻山会長、石川産業

政策局長（ＪＲ四国労組より派遣）ならびに大谷執行委員長から四国新

幹線整備促進期成会・長井会長に２３万３，１４６筆（５月末時点）の

署名を手渡した。 

受贈式冒頭、荻山会長から「地方創生のためには、新幹線は極めて重

要なインフラであり成長エンジン。全国の働く仲間からの熱い思いをぜ

ひ受け止め、早期の整備計画化、着工に繋がるよう、大いに期待する」

と挨拶した。署名を受けた長井会長は「こんなに多くの署名をいただき、

驚きとともに感謝申し上げる。鉄道運営に直接携わる方から声を受け、

非常に心強い。８月の東京大会を経て、国へ要望していく」と述べた。 

ＪＲ連合は、全国に高速鉄道・新幹線ネットワークの構築が必要、特

に四国においては今後の収益の柱、また「四国版ＭａａＳ」の実現に向

け、四国への新幹線導入は不可欠としており、ＪＲ四国労組としても、

この方針に賛同のもと、今般「３万３，５８７筆」の署名を集約するこ

とができた。改めてこの間の組合員の取り組みに感謝申し上げる。 

ＪＲ四国労組は、ＪＲ連合と連携し、四国への新幹線整備を含む政策

課題解決に向け、引き続き取り組みを推進する。 
以 上 

四国の新幹線の「早期実現」を求める署名 

「２３万３，１４６筆」をＪＲ連合が期成会に提出！！  

ＪＲ四国労組からは「３万３，５８７筆」を提出！ 

この間の組合員の取り組みに感謝！ 

四国への新幹線整備に向け、組合員と全国の仲間からの強い後押し！ 


